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〇 招 集 告 示

坂戸、鶴ヶ島下水道組合告示第１号

令和６年３月第１回坂戸、鶴ヶ島下水道組合議会定例会を次のとおり招集する。

令和６年２月２日

坂戸、鶴ヶ島下水道組合管理者 石 川 清

記

１ 期 日 令和６年３月４日

２ 場 所 坂戸、鶴ヶ島下水道組合議事堂

〇会 期

令和６年３月４日 １日間
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〇 応 招 ・ 不 応 招 議 員

応招議員（１２名）

１番 福 島 恵 美 議員 ２番 小 林 ひ と み 議員

３番 野 沢 聖 子 議員 ４番 小 澤 弘 議員

５番 小 川 茂 議員 ６番 猪 俣 直 行 議員

７番 太 田 忠 芳 議員 ８番 鈴 木 友 之 議員

９番 内 野 嘉 広 議員 １０番 弓 削 勇 人 議員

１１番 大 曽 根 英 明 議員 １２番 加 藤 則 夫 議員

不応招議員（なし）
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令和６年３月第１回坂戸、鶴ヶ島下水道組合議会定例会 第１日

令和６年３月４日（月曜日）

〇議事日程（第１号）

日程第 １ 会議録署名議員の指名について

日程第 ２ 会期の決定について

日程第 ３ 諸報告

現金出納検査の結果について（監査報告第１号）

議事説明者について

日程第 ４ 議案第１号 坂戸、鶴ヶ島下水道組合下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条

例制定の件

日程第 ５ 議案第２号 坂戸、鶴ヶ島下水道組合会計年度任用職員の報酬等に関する条例の一部を改正

する条例制定の件

日程第 ６ 議案第３号 令和５年度坂戸、鶴ヶ島下水道組合下水道事業会計補正予算（第２号）を定め

る件

日程第 ７ 議案第４号 令和６年度坂戸、鶴ヶ島下水道組合下水道事業会計予算を定める件

日程第 ８ 閉会中の事務調査について
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午前１０時００分開会

出席議員（１２名）

１番 福 島 恵 美 議員 ２番 小 林 ひ と み 議員

３番 野 沢 聖 子 議員 ４番 小 澤 弘 議員

５番 小 川 茂 議員 ６番 猪 俣 直 行 議員

７番 太 田 忠 芳 議員 ８番 鈴 木 友 之 議員

９番 内 野 嘉 広 議員 １０番 弓 削 勇 人 議員

１１番 大 曽 根 英 明 議員 １２番 加 藤 則 夫 議員

欠席議員（なし）

説明のための出席者

管 理 者 石 川 清 副 管 理 者 齊 藤 芳 久

監 査 委 員 今 平 正 義 事 務 局 長 宇 津 木 優 明

事務局参与 事務局次長兼 水 処 理 髙 山 淳 (財務課長 中 田 真 一セ ン タ ー 事務取扱)所 長

事務局参事 事務局参事
兼 防 災 ・ 兼 建 設 ・岸 俊 之 中 村 五 大検 査 担 当 維 持 担 当
参 事 参 事

総 務 課 長 大 沢 嘉 史 業 務 課 長 岡 本 義 徳

維持管理課建 設 課 長 菊 地 征 一 戸 口 義 也副 課 長

事務局職員出席者

書 記 松 下 昌 弘 書 記 井 上 聡

書 記 吉 瀬 み ゆ き
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◎開会及び開議の宣告 （午前１０時００分）

〇小澤 弘議長 現在の出席議員12人全員であります。よって、定足数に達しております。ただいまから令

和６年３月第１回坂戸、鶴ヶ島下水道組合議会定例会を開会し、直ちに本日の会議を開きます。

◇

◎議長の挨拶

〇小澤 弘議長 挨拶を申し上げる前に、本年、元日に発生した令和６年能登半島地震により被害を受けら

れた皆様に対し、心よりお見舞いを申し上げますとともに、犠牲になられた方々のご冥福と被災地の早期

復興を心からお祈り申し上げます。

それでは、開会に当たりまして、一言ご挨拶を申し上げます。

令和６年３月第１回坂戸、鶴ヶ島下水道組合議会定例会のご案内を申し上げましたところ、議員各位に

おかれましては、大変お忙しい中、早朝よりご出席を賜り、ここに開会できますことは、本組合発展のた

め、誠に喜ばしい次第であります。

また、議事説明者といたしまして、石川管理者、齊藤副管理者をはじめ関係者のご出席をいただき、御

礼を申し上げます。

本日は４件の重要案件が提出されておりますので、何とぞ慎重ご審議をいただき、適切なご判断をお願

い申し上げまして、開会のご挨拶とさせていただきます。よろしくお願いいたします。

◇

◎管理者の挨拶

〇小澤 弘議長 管理者より発言を求められておりますので、これを許します。

石川管理者。

〇石川 清管理者 おはようございます。お忙しい中、ご出席を賜りましてありがとうございます。

本年度も残すところ僅かとなりましたが、議員各位並びに関係皆様方のご理解とご協力の下、各種事業

を計画的かつ効果的に推進できますこと、心から御礼を申し上げます。

今後におきましても、厳しい社会情勢ではありますが、長期にわたり市民の皆様が安心して下水道をご

利用いただけるよう、健全なサービスの提供確保に努めてまいりたいと考えておりますので、議員皆様に

おかれましては、ご理解とご協力賜りますようお願い申し上げます。

本日ご提案申し上げます議案は、令和６年度坂戸、鶴ヶ島下水道組合下水道事業会計予算を定める件の

ほか３件であります。いずれも本組合運営上、重要な案件でございますので、何とぞ慎重ご審議賜りまし

て、適切なるご結論をいただきますよう心からお願いを申し上げます。よろしくお願いいたします。

◇
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◎議事日程の報告

〇小澤 弘議長 本日の議事日程につきましては、お手元に配付のとおりです。

◇

◎会議録署名議員の指名

〇小澤 弘議長 ただいまから本日の議事に入ります。

日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第78条の規定により、議長において、

３番 野 沢 聖 子 議員

５番 小 川 茂 議員

を指名いたします。

◇

◎会期の決定

〇小澤 弘議長 日程第２、会期の決定についてを議題といたします。

今期定例会の会期は、本日１日といたしたいと思います。これにご異議ございませんか。

〔「異議なし」の声〕

〇小澤 弘議長 ご異議なしと認めます。

よって、令和６年３月第１回坂戸、鶴ヶ島下水道組合議会定例会の会期は、本日１日と決定いたしまし

た。

◇

◎諸報告

〇小澤 弘議長 日程第３、諸報告をいたします。

初めに、監査報告第１号 現金出納検査の結果について、地方自治法第235条の２第３項の規定により、

監査委員から令和５年11月分及び12月分の報告がありましたので、お手元に配付しておきましたから、ご

了承願います。

次に、今期定例会に議事説明者として出席通知のありました者の職、氏名並びに書記の氏名を一覧表と

して配付しておきましたから、ご了承願います。

以上で諸報告を終わります。

◇
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◎日程について

〇小澤 弘議長 お諮りいたします。

日程第４、議案第１号 坂戸、鶴ヶ島下水道組合下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条

例制定の件から日程第７、議案第４号 令和６年度坂戸、鶴ヶ島下水道組合下水道事業会計予算を定める

件までを一括議題といたしたいと思います。これにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声〕

〇小澤 弘議長 ご異議なしと認めます。

よって、そのように決定いたしました。

◇

◎議案第１号～議案第４号の上程、説明、質疑、討論、採決

〇小澤 弘議長 日程第４、議案第１号 坂戸、鶴ヶ島下水道組合下水道事業の設置等に関する条例の一部

を改正する条例制定の件から日程第７、議案第４号 令和６年度坂戸、鶴ヶ島下水道組合下水道事業会計

予算を定める件までを一括議題といたします。

管理者から提案理由の説明を求めます。

石川管理者。

〇石川 清管理者 ただいま議題となっております議案第１号から議案第４号までの４件につきまして、順

次提案の理由を申し上げます。

まず、議案第１号 坂戸、鶴ヶ島下水道組合下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例制

定の件でありますが、地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴い、引用条項にずれが生じることから、

所要の改正をいたしたく、本案を提出した次第であります。

次に、議案第２号 坂戸、鶴ヶ島下水道組合会計年度任用職員の報酬等に関する条例の一部を改正する

条例制定の件でありますが、地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴い、会計年度任用職員に勤勉手

当を支給することとする等、所要の改正をいたしたく、本案を提出した次第であります。

次に、議案第３号 令和５年度坂戸、鶴ヶ島下水道組合下水道事業会計補正予算（第２号）を定める件

でありますが、今回の補正は、国の補正予算による追加内示に伴い、事業を前倒しで行うための必要な措

置を講じるとともに、人事異動等に伴う人件費や事業費の確定見込みに伴う所要の措置を講じることとい

たしました。

主な補正内容について申し上げますと、補正予算第３条に定める収益的収入及び支出の補正につきまし

ては、収入では下水道事業収益に457万7,000円の増額補正を行い、収入の合計を42億3,167万3,000円に、

支出では下水道事業費用に274万4,000円の減額補正を行い、支出の合計を42億1,705万2,000円にしようと

するものであります。

次に、補正予算第４条に定める資本的収入及び支出の補正につきましては、収入では資本的収入に432万

円の増額補正を行い、収入の合計を16億3,875万1,000円に、支出では資本的支出に9,061万8,000円の増額
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補正を行い、支出の合計を27億8,559万7,000円にしようとするものであります。

なお、収入が支出に対し不足する額11億4,684万6,000円につきましては、損益勘定留保資金などで補填

することといたしました。

次に、補正予算第５条に定める債務負担行為の補正につきましては、複写機借上事業として複数年契約

を締結するため、新たに債務負担行為を追加することといたしました。

次に、議案第４号 令和６年度坂戸、鶴ヶ島下水道組合下水道事業会計予算を定める件でありますが、

まず、予算第２条に定める業務の予定量につきましては、水洗化人口を11万8,500人に、年間有収水量を

1,262万立方メートルといたしました。

主な建設改良事業といたしましては、汚水整備事業につきましては、事業認可区域の下水道整備を計画

的に推進するため、鶴ヶ島市藤金地内の面整備を実施するとともに、石井水処理センター４系列目の増設

事業や施設の耐震化、耐水化、ストックマネジメント事業等を引き続き実施するために必要な経費を計上

いたしました。

雨水整備事業につきましては、新たに内水浸水想定区域図を作成するための必要な経費を計上いたしま

した。

大谷川雨水ポンプ場整備事業につきましては、施設耐水化実施設計業務委託を実施するために必要な経

費を計上いたしました。

次に、予算第３条に定める収益的収入及び支出につきましては、下水道事業収益の総額を40億3,300万

7,000円に、下水道事業費用の総額を40億2,564万7,000円としたところであります。

次に、予算第４条に定める資本的収入及び支出につきましては、資本的収入の総額を29億6,671万円に、

資本的支出の総額を40億4,817万7,000円とし、不足する額10億8,146万7,000円につきましては、損益勘定

留保資金などで補填することといたしました。

以上、提案の理由を申し上げましたが、何とぞ慎重ご審議の上、速やかなるご議決を賜りますようお願

い申し上げまして、提案理由の説明といたします。

〇小澤 弘議長 これより、各案件につき、単独質疑、討論、採決を行います。

なお、質疑については、議会運営についての申合せ事項により、通告のあった者から行うことといたし

ます。

初めに、日程第４、議案第１号 坂戸、鶴ヶ島下水道組合下水道事業の設置等に関する条例の一部を改

正する条例制定の件に対する質疑に入ります。

〔「なし」の声〕

〇小澤 弘議長 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。

これより討論に入ります。

〔「なし」の声〕

〇小澤 弘議長 討論なしと認め、討論を終結いたします。

これより議案第１号を採決いたします。

本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声〕
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〇小澤 弘議長 ご異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり可決されました。

次に、日程第５、議案第２号 坂戸、鶴ヶ島下水道組合会計年度任用職員の報酬等に関する条例の一部

を改正する条例制定の件に対する質疑に入ります。

〔「なし」の声〕

〇小澤 弘議長 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。

これより討論に入ります。

〔「なし」の声〕

〇小澤 弘議長 討論なしと認め、討論を終結いたします。

これより議案第２号を採決いたします。

本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声〕

〇小澤 弘議長 ご異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり可決されました。

次に、日程第６、議案第３号 令和５年度坂戸、鶴ヶ島下水道組合下水道事業会計補正予算（第２号）

を定める件に対する質疑に入ります。

７番、太田忠芳議員。

〇７番（太田忠芳議員） 議席番号７番、太田忠芳です。議案第３号 令和５年度坂戸、鶴ヶ島下水道組合

下水道事業会計補正予算（第２号）を定める件について質疑します。

議案第３号資料の２、資本的収入及び支出の補正、第４条の主な補正内容として、実施することとなっ

た総合地震対策計画策定事業の内容について伺います。

〇小澤 弘議長 中村参事、答弁。

〇中村五大事務局参事兼建設・維持担当参事 お答えいたします。

総合地震対策事業には、膨大な費用がかかるため、国の補助金制度の活用が必要になります。国は、こ

の事業の補助金交付の要件として、総合地震対策計画を定めることとしていることから、この計画策定事

業を実施するものです。

今回の補正予算では、国の補正による追加内示があったことから、来年度予定していた事業を前倒しで

実施するもので、現在実施中の第１期総合地震対策計画を引き継ぎ、新たに令和７年度から令和11年度ま

での５か年にわたる第２期総合地震対策計画の策定業務を日本下水道事業団へ委託しようとするものであ

ります。

以上でございます。

〇小澤 弘議長 よろしいですか。

７番、太田忠芳議員。

〇７番（太田忠芳議員） 再質疑します。

総合地震対策事業の具体的な実施内容について伺います。

〇小澤 弘議長 中村参事、答弁。
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〇中村五大事務局参事兼建設・維持担当参事 お答えいたします。

第１期計画は、令和２年度から令和６年度までの事業期間とし、重要度の高い施設を優先的に耐震対策

の対象とし、石井水処理センター、入西ポンプ場、管路につきましては、特に重要な幹線である石井水処

理センターへ流入する中央幹線の最下流部及び鉄道下の管路において耐震性能の有無の調査を実施してお

ります。

第２期計画においては、第１期計画よりも対象を広げ、鶴ヶ丘ポンプ場や重要な幹線の上流部分に対し

ても耐震診断や耐震設計、さらには耐震化工事を実施するもので、早期に耐震対策が完了できるよう進め

てまいりたいと考えております。

以上でございます。

〇小澤 弘議長 よろしいですか。

〇７番（太田忠芳議員） 了解です。

〇小澤 弘議長 ほかに。

〔「なし」の声〕

〇小澤 弘議長 これをもって質疑を終結いたします。

これより討論に入ります。

〔「なし」の声〕

〇小澤 弘議長 討論なしと認め、討論を終結いたします。

これより議案第３号を採決いたします。

本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声〕

〇小澤 弘議長 ご異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり可決されました。

次に、日程第７、議案第４号 令和６年度坂戸、鶴ヶ島下水道組合下水道事業会計予算を定める件に対

する質疑に入ります。

８番、鈴木友之議員。

〇８番（鈴木友之議員） ８番、鈴木友之です。ただいま議題となっております議案第４号 令和６年度坂

戸、鶴ヶ島下水道組合下水道事業会計予算を定める件について質疑を行います。

質疑事項は、１点目として、業務の予定量に係る年間有収水量について、２点目が経営戦略の見直しや

下水道使用料適正化の検討についての２点について伺っていきます。

まず１点目の業務の予定量に係る年間有収水量について、前年度と比較して減少しているわけですけれ

ども、過去３年の年間有収水量の状況についてお伺いをいたします。

〇小澤 弘議長 岡本業務課長、答弁。

〇岡本義徳業務課長 お答えいたします。

過去３年の年間有収水量の決算値を申し上げますと、令和２年度は1,292万954立方メートル、令和３年

度は1,289万7,478立方メートル、令和４年度は1,276万9,495立方メートルでございます。年間有収水量は、

令和２年度をピークに年々減少傾向となっております。
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以上でございます。

〇小澤 弘議長 よろしいですか。

８番、鈴木友之議員。

〇８番（鈴木友之議員） 再質疑いたします。

過去３年の推移では、年々減少という傾向にありますが、年間有収水量の減少理由についてお願いをい

たします。

〇小澤 弘議長 岡本業務課長、答弁。

〇岡本義徳業務課長 お答えいたします。

年間有収水量の減少理由でございますが、整備区域拡大により使用者数は増加しておりますが、一般家

庭における１世帯当たりの平均使用水量は減少していることから、年間有収水量は減少していると考えて

おります。

以上でございます。

〇小澤 弘議長 よろしいですか。

８番、鈴木友之議員。

〇８番（鈴木友之議員） 続きまして、２点目の経営戦略の見直しや下水道使用料の適正化の検討について、

そのスケジュールについてお伺いいたします。

〇小澤 弘議長 中田次長、答弁。

〇中田真一事務局次長 お答えします。

本組合の現行下水道使用料につきましては、現在令和６年度末まで据え置きすることとなっております。

このような状況の中、経費回収率の向上に向けたロードマップを令和６年度末までに国土交通省へ提出す

ることが新たに国庫補助金の交付要件として追加されました。これらのことから、今年度に職員による検

討部会を設置し、経営戦略の見直しや下水道使用料の適正化について現在検討を行っており、来年度の上

旬までには報告を取りまとめたいと考えております。

今後のスケジュールといたしましては、経営戦略の見直し及びロードマップの案を令和６年度中に下水

道事業運営審議会へ諮問する予定であり、答申をいただきましたら、直ちに議会及び市民へ公表する予定

としております。なお、公表の時期につきましては、令和６年の12月頃を目標としております。

以上でございます。

〇小澤 弘議長 よろしいですか。

８番、鈴木友之議員。

〇８番（鈴木友之議員） 再質疑いたします。

国庫補助金の交付要件として経費回収率の向上に向けたロードマップが条件づけされたということです

けれども、この内容についてお伺いをいたします。

〇小澤 弘議長 中田次長、答弁。

〇中田真一事務局次長 お答えいたします。

経費回収率の向上に向けたロードマップにつきましては、国庫補助金の交付要件を満たす内容とする必

要があり、その内容についてでございますが、少なくとも５年に１回の頻度で下水道使用料の改定の必要
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性に関する検証を行い、また経費回収率の向上に向けた具体的な取組の実施時期や、その業績目標を明確

に示すこととなっております。これらのことから、本組合としましては、経費回収率の向上に向けて経営

戦略の見直しと併せて、次期下水道使用料の在り方を検討し、経費回収率の向上に向けたロードマップを

策定したいと考えております。

以上でございます。

〇小澤 弘議長 ７番、太田忠芳議員。

〇７番（太田忠芳議員） 議席番号７番、太田忠芳です。議案第４号 令和６年度坂戸、鶴ヶ島下水道組合

下水道事業会計予算を定める件のうち、各費目に計上されている光熱費について、現在の社会情勢に伴う

エネルギー価格高騰による組合予算への影響について伺います。

〇小澤 弘議長 髙山参与、答弁。

〇髙山 淳事務局参与兼水処理センター所長 お答えいたします。

組合では、水処理の過程で必要となる送風機の運転時や各ポンプ場におけるポンプ稼働時、また事務室

内の照明や空調の使用時に大量の電気等のエネルギーを消費しております。例年、光熱水費のうち、その

大部分を電気料金とガス料金が占めている状況でございます。

ご質問のエネルギー価格高騰による組合予算への影響につきましては、現在電気料金と都市ガス料金に

ついては、国の電気・ガス価格激変緩和対策事業による特別措置が実施されており、料金が低く抑えられ

ている状況でございます。したがいまして、組合の令和６年度予算における電気料金と都市ガス料金につ

きましては、この緩和対策事業が継続されることを見込み、予算へ計上してございます。

以上でございます。

〇小澤 弘議長 よろしいですか。

ほかに。

〔「なし」の声〕

〇小澤 弘議長 これをもって質疑を終結いたします。

これより討論に入ります。

〔「なし」の声〕

〇小澤 弘議長 討論なしと認め、討論を終結いたします。

これより議案第４号を採決いたします。

本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声〕

〇小澤 弘議長 ご異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり可決されました。

◇

◎閉会中の事務調査について

〇小澤 弘議長 日程第８、閉会中の事務調査についてを議題といたします。
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お諮りいたします。お手元に配付しておきましたとおり、本件は閉会中の事務調査とすることにいたし

たいと思います。これにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声〕

〇小澤 弘議長 ご異議なしと認めます。

よって、本件は閉会中の事務調査とすることに決定いたしました。

◇

◎議長の挨拶

〇小澤 弘議長 以上をもって今期定例会の議事は全て終了いたしました。

閉会に当たり、一言ご挨拶を申し上げます。

議員の皆様には、早朝よりご出席をいただき、誠にありがとうございました。また、スムーズな議事進

行にご協力をいただき、感謝を申し上げます。

今期をもちまして、私を含め坂戸市議会議員選出の皆様方におかれましては、４月の任期満了に伴う改

選期となりますが、ご健闘をお祈り申し上げます。また、鶴ヶ島市議会選出議員の皆様方には、大変お世

話になりました。

さて、年度末を迎え、議員各位におかれましては時節柄各種行事も多く、何かとご多用のことと存じま

す。くれぐれもご自愛いただきまして、両市並びに本組合の発展のため、より一層のご尽力を賜りますよ

うお願い申し上げまして、閉会のご挨拶といたします。ありがとうございました。

◇

◎管理者の挨拶

〇小澤 弘議長 管理者から挨拶のための発言を求められておりますので、これを許します。

石川管理者。

〇石川 清管理者 議員の皆様のご協力により、スムーズのうちに無事終了することができました。まだま

だ寒い日が続きますので、議員皆様方におかれましては、お体を十分ご自愛いただきまして、ますますの

ご活躍をご祈念し、御礼の挨拶といたします。ありがとうございました。

◇

◎閉会の宣告 （午前１０時２８分）

〇小澤 弘議長 これをもちまして、令和６年３月第１回坂戸、鶴ヶ島下水道組合議会定例会の議事を閉じ、

閉会といたします。
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